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ピアノ教則本「バイエル」に関する一考察
今　田　政　成１
第１章　はじめに 
　本学では教育学部児童教育専攻の中の小学校コース、幼稚園・保育園コー
スの学生が音楽実技Ｉ（基礎）の授業でピアノを選択必修の形で履修して
いる。それぞれの各コースの学生がクラス単位でML教室（ミュージックラ
ボラトリー 48台 ）受講し90分の演習授業を前半20分全体説明及び全体練
習、後半70分を２名の先生で個人指導の配分で行っている。　
　使用している教則本は平成22年４月に他大学の先生方と共著で作成した
「Les Play the Beyer」で抜粋されたバイエルが１年間で習得できるように
編集されている。
　音楽実技Ｉを履修すると２年次には「音楽実技Ⅱ（子どもの音楽演習２
単位）として教育・保育現場を想定した実践的な応用技術習得の指導をし
ているが、基礎技能をしっかり習得していないと弾き歌いの演奏にも支障
をきたしてしまう。
　幼稚園教育要領の6つの領域にあった「音楽リズム」と「絵画制作」が、
5つの領域の「表現」へと変わり、歌を歌ったり、踊ったり、楽器を演奏
することを通して、自分で感じたものを自分なりに「表現する」というと
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ころに視点が向けられるようになり、平成10年の改定では留意事項として
「幼児自身の表現をしようとする意欲を受け止めて、幼児が生活の中で幼児
らしい様々な表現を楽しむことができるようにすること」という文言が新
たに明記された。また、平成20年の改訂では、留意事項に「ほかの幼児の
表現に触れられるような配慮」と「表現する過程」という言葉が追加され
た。これは、他の子どもの様々な表現に触れられる工夫や子ども自身が表
したい気持ちを大切にして、保育者は子どもが表現していく過程を広げ、
自然に支援していく事が求められる。
　この、領域の「表現」こそ、限りなく進化していく幼児教育の中で、子
どもたちや子どもたちと共に成長していく保育者にとって、心身を豊かに
暖かい人間と成長していくための重要かつ必要な役割を担うものとしてピ
アノを多いに活用できるべく基礎を習得することが求められる。
　「Les Play the Beyer」の教則本で１年間学んだ学生のアンケートや効率
よく学ぶポイントになる曲目、またこの教則本と初版譜との違い等を研究
することとした。
第２章　初版譜との違いについて
　日本のピアノ教育界で多く使用されている教則本はバイエルピアノ教則
本であり子供達のレッスンを始め、教員養成機関におけるピアノ指導もバ
イエルは幅広く使用されている。
　（多田純一2016）は　使用・出版されているにもかかわらず、日本で数多
く出版された『バイエル』のほとんどすべてが、初版の出版されたショット
社のものを根本としていない。研究者ですら何の疑いもなくこのペーター
ス版を「原著」として使用している。すなわち、オリジナルではない楽譜
が、日本では約百年にわたり疑われることなく教育・研究に使用されてき
たわけである。
　「原著」に対し、様々な付加が加わっているのが「校訂版」である。現在
のところ、ほとんどの日本人ピアノ教師が見たことがない「原著」。『バイ
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エル』においてその「原著」とは初版のことである。
　（安田2012）によると復元の結果、初版構成の詳しい内容は、以下のよう
になる。
１.表紙は不明である。　　
２.扉のタイトルは「イェール版」「グートマン御用達版」、「マイスタージ
ンガー版」が全く同じであることから、これが初版の扉のタイトルで
あったと推定できる。
3.諸版で一致しないので、初版の扉の全体の内容とレイアウトは不明。
４.序文は「イェール版」「グートマン御用達版」が全く同じであることか
ら、これが初版の序文であったと推定できる。
5.口絵は序文の内容から判断して「イェール版」の口絵が初版で使われ
た口絵だと推定できる。
6.本文は、「イェール版」「グートマン御用達版」、「マイスタージンガー
版」が全く同じであることから、これが初版の本文であったと推定で
きる。
7.付録は「イェール版」「グートマン御用達版」、「マイスタージンガー
版」が全く同じであることから、これが初版の付録であったと推定で
きる。
8.目次は「イェール版」「グートマン御用達版」、「マイスタージンガー
版」が全く同じであることから、これが初版の目次であったと推定で
きる。
9.裏表紙は不明である。
第３章　アンケート結果
　教育学部児童教育専攻の中の小学校コース、幼稚園・保育園コースのそ
れぞれ50名ずつ計100名の将来、小学校教諭・幼稚園教諭・保育者をめざす
学生たちに向けてアンケートを行いその結果を記述していく。以下が今回
使用したアンケート項目である。
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音楽実技Ⅰ（基礎）の受講に関するアンケート
両コース学生用
１.大学に入る前にピアノを習った経験がありましたか
　　ある（　　　　　年 いつ頃からいつまで　　　〜　　　　）　　ない
２.ピアノ教本は何番まで終了しましたか
　　（　　　　　　番）　　教本以外の曲何曲　　　　　　
3.次の授業までに１週間何日くらい練習出来ましたか
　　・ほぼ毎日　　・４〜5日　　・２〜3日　　・ほとんど前日
　　１週間　練習合計時間　　　　　　　　　　時間
４.毎回授業最初の合同解説について
　　・よく理解できた　・ほぼ理解できた　・全く理解できなかった
5.合同解説後の個人指導の時間について
　　・長い　　　　・普通　　　　・短い
　　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　個人指導の内容について記述してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6.進度表の毎回の曲数について
　　・少ない　　　・普通　　　　・多い
7.ピアノを弾いていて楽しいと思うときはどんな時ですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
8.ピアノを弾いていてつらいと思うときはどんな時ですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
9.教本の中で難しいと思った曲は何番ですか　複数　可。
　　　　　　番　　　　番　　　　番
10.小学校・幼稚園教諭になりたい人がピアノを学ぶこと、習得すること
に意味はあると思いますか。
　　・ある　・ない　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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11.小学校・幼稚園にピアノを使用した方がいいと思いますか。
　　・必要　・必要ではない　理由　　　　　　　　　　　　　　　　
結果
１の問いでは、小学校コース（以降 小）　ある23人　ない27人
　　　幼稚園・保育園コース（以降幼保）ある20人　ない30人
　　大学に入るまでにピアノを習った経験が　ある人　43%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない人　57%
　　　経験者で習った期間は小学生から中学２年生位の期間が多い。
２の問いでは、「Les Play the Beyer」の編集が78番（B104）で最終
　曲で70番が目標曲に設定してあり80%位の学生が到達する。
　各クラス5名くらいは50番前後で終了してしまう学生がいる。経
　験者の学生は教則本以外の小品を3週間に１曲くらいのペースで
　仕上げていく。
3の問いでは、１週間の練習日数として
小　　ほぼ毎日０人　４〜5日8人　２〜3日30人　ほとんど前日12人
幼保　毎日２人　４〜5日15人　２〜3日27人　ほとんど前日6人
　　　ほぼ毎日２%　４〜5日23%　２〜3日57%　ほとんど前日18%
　毎日の練習を指導していますが、週２〜3日が半分以上を占めて　
　いることがわかる。幼保の学生の方が練習日数としては多いこと
　もわかる。
４の問いでは、毎回授業最初の合同解説・練習では
小　　良く理解できた21人　ほぼ理解できた27人　全く理解できなかった
　　　12人 
幼保　良く理解できた20人　ほぼ理解できた20人　全く理解できなかった
今　田　政　成
96
　　　10人
　良く理解できた41%　ほぼ理解できた47%　全く理解できなかった22%
　合同解説・練習では8割近い学生が理解できている結果である。
5の問いでは、合同解説後の個人指導の時間について
小　　長い １人　　普通 39人　　短い 10人 
幼保　長い ０人　　普通 46人　　短い ４人
　　　長い １%　　普通 85%　　短い 14%
　合同解説後の個人指導の時間については8割以上の学生が普通に感じて
いる結果である。内容についての記述式では、強弱やフレーズのつけ方な
ど足りないところをピンポイントで教えてくれてわかりやすかった等個人
的にわかりやすく、理解出来る感想が多かった。
6の問いでは、進度表の毎回の曲数については
　毎週3・４曲復習と予習の曲が決めてあり合同練習で解説及び復習を最
初の時間に行う。
小　　少ない 5人　　普通 40人　　多い 5人 
幼保　少ない ０人　　普通 46人　　多い ４人
　　　少ない 5%　　普通 86%　　多い 9%
　毎週3・４曲復習と予習の曲数が普通に思っている学生が多く、経験者
は小曲を１曲多く練習しているので進度の曲数としては適切であると考え
られる。
7の問いでは、ピアノを弾いていて楽しいと思うときは
　・好きな曲が細かいところまで弾けて表現できた時。
　・曲が暗譜で間違えずに弾けた時。
　難しいと思う曲に挑戦してうまく弾けて表現できたときに楽しいと感じ
る回答が多かった。
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8の問いでは、ピアノを弾いていてつらいと思うときは
　・何度も同じ箇所でつまずいてしまい頭では理解できても弾けない時
　・練習しても難しくてわからない時
　反復練習や毎日の積み重ねの練習に辛さを感じている回答が多かった。
9の問いでは、教本の中で難しいと思った曲は何番ですか
　複数回答で、54番　55番　56番　74番が80%を占めた。
10の問いでは、小学校・幼稚園教諭になりたい人がピアノを学ぶこと、習
得することに意味はあると思いますか
　小　　ある 48人　　　ない ２人    
　幼保　ある 48人　　　ない ２人    
　　　　ある 96%　　　ない ４%       
　96%の学生達がピアノを学ぶこと、習得することに意味はあると考え必
要性を感じている。ピアノで伴奏などが弾けると教諭になったとき役に
立ったり、子供達もピアノの音が好きになる。音楽の指導ではピアノは重
要であると考えている。
11の問いでは、小学校・幼稚園にピアノを使用した方がいいと思いますか。
　小　　必要 47人　　　必要でない 3人    
　幼保　必要 46人　　　必要でない ４人    
　　　　ある 93%　　　必要でない 7%  
　小学校・幼稚園にピアノを使用した方がいいと考えている学生は93%で
ほとんどの学生達は必要性を感じている。理由としては、ピアノを通して
子供とコミュニケーションが取れる、また楽器に触れる有意義さや音楽に
より興味を持てる等考えている。
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第４章　効率よく学ぶ曲目のポイント
　「Les Play the Beyer」の教則本21（B45）より8分音符が出てくるので予
習練習として 
　まずは片手の練習で8分音符が正確にリズムが刻めるように。
8分音符練習
　右手、左手とも、4−5−4指の動きのところは指が上がりにくくリズムが転
びやすい。
21（B45） 左右３、４、５指の独立と分散和音の練習
　右手、左手ともに3−4、5−4の指使いをしっかり練習すること。
　指をよくあげることが大切である。8分音符をひきずるように弾いては
いけない。
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 30（B55） 付点音符の旋律の練習
　付点４分音符の後の8分音符が強くならずに左手の8分音符としっかり
あうこと。
 
31（B56）分散音形の中の旋律　ト長調の予備練習
　調号はついていないが、実際はト長調であることを確認する。
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35（B60）対位法的の曲（カノン風）と転調の練習
カノンについての説明
　左手が、右手より１小節おくれて、右手の旋律をそのままうけついでい
る。対位法的な楽曲である。右手が旋律、左手が伴奏という形に対して両
方が旋律である。この曲はイ短調で中間の8小節はハ長調で短調、長調の
弾き変えもはっきりとする。
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37（B62）広い音域の練習
　初歩の学習者にとっては急に音域が広がるので非常に難しい。
　予備的な練習として、右手の第１音と左手の第5音だけを、１オクター
ブ移動させる練習から始める。それができたら腕や手首の使い方に注意し
て楽譜にある音型で移動させる練習をする。スタッカートのついてる音を
強く弾きすぎないように注意する。リピートの後の右手の付点２分音符が
左手につられて短くなりがちに注意する。
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40（B66）フレーズと旋律の練習
　右手を綺麗に歌うこと、フレーズについての解釈、左手の伴奏との音量
のバランスに注意する。
41（B67）弱起拍子と６度重音奏の練習
　手首は固すぎてもいけないし、あまり柔らかすぎて、上下に振りすぎて
もいけない。フレーズの切れ目を細かく注意する。重音は第5指で弾く上
の音を美しく、はっきりと弾く。
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第５章　まとめ
　日本で使われている『バイエル』は原著とは隔たりが多く、授業で使用
したり研究で使用する場合は注意しなければいけない。国内版の『バイエ
ル』を資料として使用する場合は、日本で使用されている『バイエル』の
出版社を明記する必要があるように考えられる。
　アンケートの結果からわかるように、ここ数年ピアノを習う子供達が減
少してきている中、本校に入ってくる学生も初心者が6割を占める。ピア
ノ導入の教則本は『バイエル』と習ったことがない人でも知っている教則
本を使うことは学生に親しみや安心感を与えることができる。ピアノは毎
日の積み重ねの練習で習得できるもので授業の前日にまとめて練習したか
ら弾けるようになるものではない。学生に小学校・幼稚園教諭になりたい
人がピアノを学ぶこと、習得することに意味はあると思いますかという問
いに9割以上の学生が必要を感じていて、ピアノを通して子供とコミュニ
ケーションが取れる、また楽器に触れる有意義さや音楽により生徒が興味
を持てる等考えている。一生懸命に練習した後で弾けるようになった達成
感は得がたい喜びであり、また次への練習の糧にもなる。そのためにも教
則本『バイエル』の順序良く習得していけたり、それぞれの曲の習得目的
を端的に指摘し、能率の良い指導法を提示しなければいけない。MLシステ
ムの特徴でもある、合同説明、練習の時に指導者の演奏を毎回聴かせてい
る。表現豊かに音楽的に弾くということを示すには、指導者の生の演奏が
一番であり、そのためには指導者自身が常に良い演奏ができるように努力
することは言うまでもない。 
　学生が勉強してきた曲を弾かせて音やリズムの間違いを直すだけではな
く、どのようにして練習をすればよいのか練習の仕方を教えることが技術
を習得した時の喜びを教えることになり、音楽で表現することの楽しさを
感じさせる大切なことではないかと考えられる。
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